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2 月 8 日、9 日

等を分析し、成

の取組や校内

習も大事です。

ましょう。 

 

 

家庭学習の

期間中を「家庭

いる小学校の例

この取組の

保護者が一体

こと、重点目

的に取り組める

す。 

  

家庭学

小中連携を

【保護者の

・テレビを
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た。やる気
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・去年に比

性が出てき

・時計を見

れば 40 分に

とを考えて

ました。 

す復習や予習

・基本的な学

れることで、授

内容に取り組ま

点】①ねらいと

ー例】 （復習

題を見つけ取

課題を克服し

量や時間で取

点】①学習のル

ー例】 慣用句

日に、佐賀県

成果と課題が

内研究等で、

。家庭学習の

取組において

庭学習強化週

例を紹介しま

利点として、

となって取

標を示すこ

ること等が挙

 学習につ

を図った家
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見る時間が少

中してできま

が普段とは全
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べ集中力や積
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て〇分まで頑
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て取り組めて

習などの宿題 

学習内容の習得

授業と家庭学習

ませることで学

と学習方法の説

習）「異分母分

取り組む自主学

したり、興味・関

取り組むことで

ルールやメニ

句調べ、新聞

重点

・集

・て

・土

県の学習状況

明確にされま

授業を工夫

の内容を見直

ては、各学校

週間」とし、家庭
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、学校と 
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とで意欲

げられま

ついて 

家庭学習の

少な

まし
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積極
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得を図ることが

習の連続性を

学力向上が期

説明 ②授業
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関心に応じて
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ューの確認
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保
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土日の学習習

調査[12 月調

ます。学力向上
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直し、学習の習

校の実態に応じ

庭との連携を

の実践
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を図ることがで

期待できます

業での活用 ③

に備えた公倍

て力を伸ばした

の有効的な使

②生活時間

写、世界遺産調

保護者への通

統一して取り

・計算・音読
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各教科の予
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を使った観光
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は、『西部型授
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声の広場

《ＩＣＴ利活

○ 電子黒板等

○ 理科の授業

※《家庭学習の

主体

【児童と共に

児童の発

引き出し提

分であらす

合ったりす

【操作活動を

朝食の献立

操作活動を

整理したりま

学校支援を通

した。どの教

場 第３号の発

活用》ついて

等のＩＣＴは、

業で使ってい

の取組や工夫

体的な

に見通しを立

発言をもとに

提示していま

すじをまとめ

する際の手立

しながら考

立を考える学

することで

とめたりす

通して、児童

教科の授業に

発行に際して、
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問題提示や

います。教科書

夫》について声

な学びの

立てる】（国

に①～③の観
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めたり、全体

立てになりま
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